第22回歴史地震研究会　総会議事録

日時：2005年9月17日（土）17:00～18:00
場所：江戸東京博物館1階会議室（東京都墨田区）

◎      議長選出　井上公夫氏が推薦され、全会一致で議長に選出された．
◎      成立の確認　会員29名の出席により総会の成立を確認（正会員数193名の1/10以上の出席で総会は成立）．

議事：井上公夫氏が議長席につき，以下の議案につき審議を行った．

１．2004年度の活動報告（都司嘉宣会長報告）
・第21回歴史地震研究会発表会（2003/9/17~19）
        三重県鳥羽市　市民文化会館
・会誌『歴史地震』第20号の発行
        300部（会員配布・販売等）＋400部（公的機関に配布）
・第22回歴史地震研究会発表会（2005/9/16～18）
東京都江戸東京博物館（東京都墨田区）
        研究発表および安政江戸地震に関する展示を行った．
・      『歴史地震』第20号の各論文に対し，別刷り50部を作成した．

２．2004年度の決算報告（宍倉正展財政幹事報告）
・2004年～2005年の決算書を提出
【収入報告】
・      会費として171名×3,000円=513,000を得た．このほかに、会誌バックナンバーや図録の販売、寄付、会費未払い者からの回収などで合計1,801,375円の収入があった．

・      歴博の図録『ドキュメント災害史1703-2003：地震・噴火・津波、そして復興』（国立歴史民族博物館、2003）および安房博の図録『地震と津波』（千葉県立安房博物館、2003）は、まだ売れ残っている．
【支出報告】
・      昨年、会誌『歴史地震』第18号の印刷代を、なぜか東大地震研が肩代わりしていたので、『歴史地震』第20号の印刷代を会が負担した。それの埋め合わせを行うために，通常の負担分300部と，通常東大地震研が負担している分300部の，計600部（435,690円）を会が負担し．つまり，『歴史地震』第20号は全部で700部刷り，そのうち600部を会が負担し、100部を東大地震研が負担した．
・      別刷り代について，安く済む（5万円程度）方法があるにもかかわら，会側（発注者は都司嘉宣会長）と印刷会社との連絡ミス，および印刷会社からの安価案が示されなかったことから、別刷り代が50部×23編で204,277円もした．
・      別刷りを印刷会社に発注した都司会長は，この15万円程度（20万-5万）の差額に責任を感じ，この差額を自費で払おうと提案したが，この案は退けられ，会全体で負担することになった．
・      このほか，会誌・別刷り送料などで，合計968,731円の支出があり，次年度繰越金として832,644円が確定した．
【その他】
・      2005年8月31日現在の会員数は193名で，昨年度は新規加入12人，退会18名の6名減であった．
・      退会者が多かった理由として，研究会で発表したいために，その年だけ入った，継続するつもりはなかった，という人がいたことが一つの例として挙げられる．
・      会費未納者は26名である．今回，かなり長期に会費未納でしかも連絡が取れない人は，『歴史地震』第20号を配送せず，退会扱いにした．
・      別刷りを50部も要らない，という意見があったが，部数が各編によりばらばらだと逆に費用が高くなるので，次回はとりあえず50部でいいことになった．

３．会計監査報告（上田和枝監査役から報告）
・今年度分の会計収支に間違いが無かったことを確認した，と報告した．

４．会長選出（普通委員から）
・多数決により、都司嘉宣氏（再任）に決定した．
・      都司氏から受諾のあいさつがあったが，自分の年齢が58歳であることから，そろそろ代わりの人を来年あたりに考えて下さい，という要望があった．

５．会計監査役の選出
・上田和枝氏（再任），および村上仁士氏（再任）を選出した．

６．幹事の指名（都司嘉宣会長から指名）
・今回、総務幹事の中村操氏および行事幹事の武村雅之氏が，各幹事について辞意を表明．
・以下の方々が各幹事に指名され，承諾を得た．
        総務幹事        小松原琢氏      財政幹事：宍倉正展氏    
        広報幹事        小山真人氏      編集幹事：林豊氏
        行事幹事        今村文彦氏
・      ただし、行事幹事に関しては，前任の武村雅之氏がバックアップする．
・      何でも都司会長がいないと決まらない，という構造ではなく，たとえば副会長ポストを置くなど，会長不在でも物事がすすむ構造にしたらどうか，という意見が出た．

７．来年度予算案（宍倉幹事から）
・　収入の見込みで195名からの会員から会費が入り，約145万円の収入が期待される．
・      来年度は大船渡市で研究会が行われるので，準備旅費として15万円を計上する．
・      支出の見込みで、会誌印刷費や別刷り代，江戸博大会の補填，次回大会準備費などで64万円の支出を予定している．
・      全体的に，やや黒字になる計算である．

８．協議事項
【『歴史地震』の学会誌化】（都司会長から）
・      『歴史地震』に学会誌らしいことを書いたらどうか？たとえば，この総会の内容や，あるいは他の学会で歴史地震について書かれたことがあったら紹介する，などである．
・      これには，日本史の学会に出ている人を一人，理学的な分野で活動している人を一人，および工学・実務に出ている人を一人募る．
・      そして，情報を集めてもらって会誌を編集するさいに，この情報を編集委員に伝えてもらう．
・      前にもそのような提案があり，700部刷る会誌のうち400部は外に出すものであるから，会のことを載せることについて，あまり多くを書くのはまずいのではないか？という議論が前に出た．
・      だから，会員用のニュースレターをつくればいい．原稿を募集する記事とか，そういうのを載せる．研究会のプログラムを郵送するとか，こういうのを年2回くらいやったらどうか？
・      理想論はいいが，マンパワーが足りない．いきなり印刷物は作成出来ない．そのためにmushaメーリングリストを作っている．

以上の意見が出て，総会では決められないことになり，一年間の宿題となった．

【会員情報の掲載について】
・会員名簿が必要との意見があったため，名簿に住所等の個人情報をどこまで載せるか議論した．この点に関しては，個人情報保護法の趣旨を勘案すると，各人から承諾を受ける方が望ましいということになった．
・      4月に『歴史地震』第21号を発送するさい，会費の振り込み用紙を同封するが，その振込用紙の通信欄を利用して，そこに名簿の記載に関する意見を各会員に書いてもらうことにする．

【2006年歴史地震研究会の開催地について】
　山下文男氏から2006年の研究会を大船渡市で開催するという提案があり，承認された．なお，大船渡市からは助役・防災担当者2名が本研究会公開講演会などに派遣されており，市側は積極的に対応してくれると期待される．

【2007年歴史地震研究会の開催地について】
・      北原糸子氏から下田市が適当という案が提案された．
・      同市は防災に関する危機意識が高く，史料が残っており，またそういう会を同市で行ったことがない．市もきちんとした手続きをすれば乗り気ということである．

【市民講演会などの時の謝礼について】
・      歴史地震研究会の市民講演会において，研究会会員が講師の場合は交通費のみを，研究会非会員が講師の場合は交通費と謝金（1万円）を支払うことにした．

追記：【次回研究会の開催日時について】

　総会終了後に次回の研究会開催時期に関し，山下文男会員，都司会長，今村文彦新行事幹事，小松原琢新総務幹事が面談と電話によって協議した結果，以下のように決められた．

１．開催日は2006年9月15日(金曜)～17日(日曜)とする．
２．このうち研究会は9月15日午前～16日午前，公開公演会を16日午後，巡検を17日とする．

３．大船渡市担当者との協議は，上記4名が旧幹事の助言を得て適宜分担して行うこととする．なお大船渡市の担当者は総務部防災管理室主事・伊藤晴喜氏である．

